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――生誕から科学史の研究者を志すまで――
小 野 健 司
The Biography of Kiyonobu Itakura = The History of the establishment of
“Hypothesis-Experiment Class” -1-
―― From Birth to Deciding to Become a Science Historian ――
Kenji OnO
ABSTRACT
　This paper attempts to clarify the history of estabishment of “Hypothesis-Experiment Class” （“Kasetsu-
Jikken-Jugyo” in Japanese） while tracing the life of Kiyonobu Itakura （this time targeting the period from 
his birth to high school）.
　“Hypothesis-Experiment Class” is a class theory established by Dr. Kiyonobu Itakura （1930－2018） in 
1963.  This theory is about educational content and methods for teaching the most basic scientific concepts 
and the most fundamental laws. 
　In this paper, particular attention was paid to the following two points.
（1） How Itakura's democracy passion was formed?
（2） What the concrete contents of Itakura's  advanced research on scientific recognition is?






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 ）板倉聖宣「仮説実験授業」『新教育学大事典 第 1 巻』
（第一法規，1990年，p. 324）
3 ）資料収集の面では，それほど困りませんでした。板
倉は大学生のころまでの自伝
　　①『私の生いたちと今の私』（キリン館，1990年）
　　②『下町主義の教育研究』（仮説社，1995年）
　　を残しています。また
　　③「仮説実験授業の生い立ち」（『科学と仮説』季節
社，1971年所収）という論文もあります。
　　さらに，普通なら入手困難となっているはずの（自
然弁証法研究会『科学と方法』や，日本科学史学
会物理学史分科会ほか編『物理学史研究』などに
掲載された）板倉が学生の頃に書いた科学史の論
文も，既に仮説実験授業研究会によって復刻され
ています。
　　また，特に最近では，仮説実験授業研究会会員の重
弘忠晴さんと平野孝さんの手によって『科学教育
原典資料叢書』（私家版）として，〈板倉の著書には，
ほとんど収録されていない貴重な資料〉がまとめ
られていて，誰でもそれらの資料を簡単に入手す
ることができる条件がそろっています。
4 ）このときの板倉の発言は，「民主主義の旗を高くかか
げよう ――〈科学教育の現代化〉に先立つもの ――」
として，科教協の機関紙「科教研月報」1963年10
月号に掲載されました。これと同じものが『科学
と仮説』（季節社，1971年）にも所収されています。
ここでの引用は，『科学と仮説』によりました。
5 ）たとえば ,「自然科学の現代化をすすめよう」『理科
教室』1963年 8 月号を参照のこと。
6 ）以下の板倉の幼少から高等学校までの伝記的な事が
らは，特に断りのない限り『私の生いたちと今の私』
（仮説実験授業ガリ本図書館・つばさ書房，1990年）
を典拠とした。各引用文の最後に記したページ数
は，その該当ページを表わしている。
7 ）ただし，新しい教科書は年度ごとに段階をおって使
用されました。そこで，聖宣が小学校で実際に学
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んだのは旧い教科書でした。
8 ）幼年学校に関する事がらについては，『（最新）陸軍
幼年学校入学受験案内』（文憲堂書店，1940年）を
典拠としました。
9 ）「幸福論」は，仮説実験授業研究会事務局編『（板倉
聖宣）幸福論と年譜』（私家版，1995年）に復刻・
所収されたものを典拠としました。
10）こうした要約では，あまりにも観念的すぎてわかり
にくい , という人も多いことでしょう。そこで，聖
宣の「幸福論」とは，「〈人間一人ひとりが幸福に
生きるための主体的な価値基準〉を創りあげるた
めの論理」と簡略的に言い換えた方がわかりやす
いかもしれません。
11）原著の初版は1896年に出版されましたが，小倉らが
「補訳」したのは，1916年に大幅な改訂増補された
版です。
12）〈陶冶〉とは，本来「やき物を焼くのを意味する〈陶〉」
と〈金物を鋳るのを意味する〈冶〉」とが合わさっ
てできた言葉です。そして「〈土〉や〈金属〉を形
成するものづくり」のイメージを「人間形成を助
ける働きをする教育行為」に転用してできた言葉
です。
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抄　　　録
　この論文の目的は，板倉聖宣の生涯（今回は，彼の生誕から高校生までの時期を対象としました）をたど
りながら，仮説実験授業の成立史を明らかにすることです。仮説実験授業は，板
いた
倉
くら
聖
きよ
宣
のぶ
（1930～2018）によっ
て1963年に提唱されました。これは，〈科学上のもっとも基礎的な概念と，もっとも原理的な法則を教える
ための教育内容と方法に関する授業理論〉です。
　この論文では，以下の 2 点について特に注目しました。
　①板倉の〈民主主義的な情熱〉はどのように形成されたのか？
　②板倉による〈科学認識に関する高度の研究〉の具体的な中身とは何か？
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